
【 教会讃美歌   ３３７ 】

１．やすかれ わがこころよ、

        主イェスは ともにいます。

いたみも くるしみをも

        しずかに しのび耐えよ。

主イェスの ともにませば

たええぬ なやみはなし。

２．やすかれ わがこころよ、

        なみかぜ 猛るときも、

        恐れも 悲しみをも

みむねに すべてゆだねん。

        み手もて みちびきたもぅ

        のぞみの 岸はちかし。

３．やすかれ わがこころよ､

        つき日の 移ろいなき

        み国は やがて来たらん｡

        うれいは 永久に消えて

        かがやく みかお仰ぐ

        いのちの さちをぞうけん。
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【 教会讃美歌 ４０２ 】

１．うれしき恵みよ 愛なる主の手よ

       いずこにありても われらを導く。

（おりかえし）

       やさしき主の手に わが身をゆだねて

       世の旅やすけく 歩むぞうれしき。

２．悲しきときにも 楽しきときにも

       力の主の手は われらとともなり。

(おりかえし)

３．主の手にすがれば 心は安らぎ

いかなる道をも 恐れず過ぎゆかん。

(おりかえし)

４．この世のつとめを 終わりしその時

       主の手に守られ み国にかえらなん。

(おりかえし)
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